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研究成果の概要（和文）：細胞培養実験によるスクリーニングにより、キノコAおよびBを選抜し、それらが脂質
蓄積抑制作用を有する可能性が認められた。さらに、AとBの水溶性画分にACE阻害活性が認められた。そこで、A
およびBの熱水抽出物を作成し、食事誘発性肥満モデルマウスの肥満および高血圧に及ぼす影響について、飲水
実験を行った。その結果、対照群と比較して、AおよびBを飲水した群で血圧低下作用が認められた。しかしなが
ら、肥満改善は認められず、細胞実験での脂質蓄積抑制作用は動物実験では再現することができなかった。血圧
低下作用発揮の一因として生体内の酸化ストレスの抑制が考えられたが、生体内でのACE阻害活性はなかった。

研究成果の概要（英文）：We evaluated the effect of of "water extract of mushroom A" and "water 
extract of mushroom B" on prevention of hypertension on diet-induced obesity mice. Results of 
drinking test of "water extract of mushroom A" and "water extract of mushroom B", blood pressure 
lowering effect was significantly observed compared with control group (drinking water). However, no
 improvement in obesity was observed, and the lipid accumulation inhibitory action in cell 
experiments could not be reproduced in vivo. Although the suppression of oxidative stress in vivo 
was considered as one of the causes of blood pressure lowering action, there was no ACE inhibitory 
activity in vivo.

研究分野： 食品科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、生活習慣病の予防と改善に食品由来機能性成分を活用する試みが行われている。日常の食生活に機能性成
分を取り入れることは有効な手段のひとつであるが、オートマチック化された現代人の運動不足も生活習慣病罹
患者増加の一因であり、食生活の改善だけでは限界がある。食生活の改善すなわち食事療法と運動不足の改善す
なわち運動療法をストレスなく、バランス良く行うことが生活習慣病の予防と改善の第一歩につながると考えら
れる。
また、再現性の高い細胞培養によるスクリーニング系の構築は結果として実験動物利用数の低下に繋がり、現代
の動物愛護の観点からも重要であると考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年、我が国ではライフスタイルの欧米化が広く浸透し、高脂肪食の日常的な摂取による過栄

養状態、自動化された日常生活や車社会による運動不足などにより生活習慣病が急増している。
生活習慣病はその名のとおり、好ましくない生活習慣によって惹起される疾病であり、まずは
生活習慣の改善によって、その予防・改善をはかるべきである。 
過栄養や運動不足の状態になると、生体にとって過剰なエネルギーは脂肪として体内に蓄積さ
れ、この状態が一定レベルを超えたときに肥満あるいは肥満症として病的意義をもつ。さらに、
肥満は高脂血症や糖尿病、高血圧といった他の生活習慣病を誘発し、メタボリックシンドロー
ムへと進行していく。メタボリックシンドロームは内臓脂肪の過剰蓄積の判定を必須項目とし
て、それに加えて脂質代謝異常、高血糖、高血圧のうち 2 つ以上を有することで診断される病
態で、内臓脂肪型肥満の延長線上にある疾病概念である。メタボリックシンドロームは脳血管
疾患や心血管疾患といった動脈硬化症の易発症状態につながることから、その基盤となる肥満
の予防・改善が全ての病態の発症予防につながると考えられる。 
 近年、肥満を基盤とするメタボリックシンドロームの予防と改善に食品由来の機能性成分を
活用する試みが広く行われている。確かに、過栄養状態と考えられる日常の食生活に機能性成
分を取り入れることは有効な手段のひとつであるが、内臓脂肪蓄積をもたらす主要な原因には
運動不足もあげられるため、食生活の改善だけでは限界がある。食生活の改善すなわち食事療
法と運動不足の改善すなわち運動療法をストレスなく、バランス良く行うことがメタボリック
シンドロームの予防と改善の第一歩につながると考えられる。 
 
２．研究の目的 
肥満は脂質異常症や糖尿病、高血圧といった他の生活習慣病を誘発し、メタボリックシンドロ

ームへと進行していく。このメタボリックシンドロームの予防と改善には、食生活の改善すな
わち食事療法と運動不足の改善すなわち運動療法をストレスなく、バランス良く行うことが重
要であると考えられる。そこで、本研究では自発運動による運動療法と食品由来の機能性成分
を利用した食事療法の相加・相乗作用によるメタボリックシンドロームの効率的な予防・改善
について評価を行う。 
 

３．研究の方法 
 本研究では、マウスの各器官由来の細胞を用いて、ポジティブ／ネガティブコントロールに
対する各器官の応答性の違いを比較検討し、脂質代謝異常、炎症および酸化ストレスマーカー
を改善する食品由来機能性成分のスクリーニングを行う。また、マウスを用いた自発運動評価
系としてホイールケージ運動によるメタボリックシンドローム、特に肥満、脂質代謝異常に対
する運動療法について検討する。同時に、エネルギー代謝測定装置を用いて、運動方法の違い
による基礎代謝量の変動について評価を行う。 
 スクリーニングによって同定された食品由来機能性成分の摂取による自発運動評価系での評
価を行い、食事療法と運動療法の相互作用について検討する。 
 
４．研究成果 
 まず、培養細胞を用いた食品成分のスクリーニング系の構築を目指し、マウス由来の肝細胞、
筋細胞、脂肪細胞を用いて、ポジティブ／ネガティブコントロールに対する各器官の応答性の
違いを比較検討し、脂質代謝異常、炎症および酸化ストレスマーカーを改善する食品由来機能
性成分のスクリーニングを行った。ポジティブ／ネガティブコントロールとして、「共役リノー
ル酸（CLA）」を用いた。これを用い、各種細胞の応答性について、細胞毒性および濃度依存性、
細胞の Oil Red O 染色、細胞および培地中の各種脂質測定、細胞の遺伝子発現量解析、培地中
の炎症マーカー測定の項目について評価を行い、スクリーニング系の確立を試みた。その結果、
共役リノール酸は in vivo での現象を in vitro で発揮することが非常に困難であり、コントロ
ールとして不適切であることがわかった。一方、今回、評価した「水溶性食品成分 A」、「キノ
コ A熱水抽出物」「キノコ B熱水抽出物」はいずれの株細胞でも脂質低下作用および炎症抑制作
用を発揮した。さらに、「キノコ A熱水抽出物」「キノコ B熱水抽出物」においては ACE 阻害活
性を有することが示された。そこで、これらについて培養細胞系での評価を行うと同時に、「キ
ノコ A熱水抽出物」「キノコ B熱水抽出物」が食事誘発性肥満モデル動物の血圧上昇に及ぼす影
響について評価した。その結果、「キノコ A熱水抽出物」「キノコ B熱水抽出物」ともに対照群
と比較して飼育 4週目での血圧上昇抑制作用が認められた。しかしながら、肥満に対する影響
はいずれも認められなかった。今回発揮された血圧上昇抑制作用の一因として、生体の酸化ス
トレスの抑制が考えられたが、細胞試験で認められた要因とは明らかに異なっていたため、要
因の解明までは至らなかった。 
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